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溶存酸素（ＤＯ）とは水に溶けている酸素分子

（Ｏ２）の量です。この溶存酸素を使って多くの水

生生物が水中で活動しています。溶け込む溶存酸

素にも上限（飽和量）があり、水温２５℃の場合 

８.１１mg/Lです。また、水生生物の生存に適してい

る溶存酸素量は６mg/L（水産用水基準）以上で、２

mg/L 以下になると好気性バクテリアの働きが弱ま

り、メタンガスなど有毒ガスが発生します。 

平成２４年に東京都江東区で行った実証実験では、

夏場の水温が上昇する時期に装置無しでは１.１０

mg/Lであるのに対し、装置有りは７.６３mg/Lと約

７倍にもなりました。また、水質の汚れの原因となる

富栄養化物質のリン、窒素も底層のヘドロ内で半減さ

れ、水の透明度も改善されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運河や河川の水質悪化の原因は様々な汚れ（有

機物）が流れ込み堆積するからです。その中でも

特に生活排水の流入が未だに大きな原因です。 

自然界（水底）には有機物を分解するバクテリ

アが存在します。このバクテリアは好気性であり、

酸素を大量に消費するため、底層の酸素が無くな

ってしまい、やがて活動できなくなります。 

分解するバクテリアが働けなくなるため、ます

ます有機物が堆積、蓄積され水質が悪化します。 

水 質 悪 化 の 原 因 

ＤＯセーバーのはたらき 

ＤＯセーバーは潮汐力（潮の干満）を利用して

底層の水を汲み上げ、酸素を入れて戻す底層水循

環装置です。 

特に汽水域（海水と真水が交わる水域）の場合、

河川から入ってくる真水（淡水）と海水は比重が

違うので上下に分かれて塩分躍層を作り交わりま

せん。表層の水は空気と接しているため酸素量は

多いのですが、底層の海水と交わらないので、底

層へは酸素が供給されない状態が続きます。 

そこでＤＯセーバーは酸素の少ない底層の海水

を汲み上げて、溶存酸素を増加させ底層に戻すこ

とで、効率よく底層へ酸素を供給します。 

しかも、潮汐力を利用し、ばっ気もソーラーバ

ッテリーで動作するのでランニングコストがほと

んどかかりません。 

 

 

ＤＯセーバー 

ＤＯセーバーの効果 


